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プレーニング力は平均1.21N で、0.77 から2.64 Nの範囲にあり、歯面間の比較では、舌側面・遠心舌側面で
有意に力が弱かった。また。熟練者の握力、ピンチ力、把持力も測定したが、個人の筋力と6歯面の平均スケ
ーリング力／6歯面の平均ルート・プレーニング力は相関が見られなかった。以上から、模範的な姿勢が取れ
ない際の SRPでは上腕と前腕の位置関係に留意することによって、SRP時に適切な力をかけることができるこ
とが示唆され、さらに上腕と前腕の肢位が手関節の可動範囲等に影響を与え、各歯面のSRP力の大きさの差に
繋がることが示唆された。また、熟練した歯科衛生士のスケーリング力／ルート・プレーニング力が術者間で
大きく異なり、術者個人の筋力と力は関連がなっていたことから、熟練者個人のスケーリング力／ルート・プ
レーニング力は、各々の感覚・操作音・切削量を指標として自らが納得する力を採用していることが考えられ
た。これは、これまでのSPRの技能習得時に力を明示していなかった結果であり、教育の場で歯周治療に関す
る実習を行う場合は、操作の目的と効率から適切な力の指導を、力を明示しながら行うべきであることが示唆
された。今後はこのTraining Gadgetを発展させ、歯石除去及び根面滑沢化の成績から、科学的根拠に基づい
た理想的なSRP力と体位・肢位を明示して、新しい歯科臨床技能教育方法として役立てたい。 
 
